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バレーボールの攻撃行動における攻撃結果に影響する要因
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Abstract
The purpose of this present study was to investigate the relationships between rationales for the 

result of attacks and success of attacks during attacks involve a receive, a toss and a attacks. 
We covered six games of top four teams in Division I of The Kyushu Intercollegiate Women’s 

Volleyball League Matches.  As an analysis method, this study used the results of attacks as objective 
variables and ten items, 1） receive position, 2） receive quality, 3） toss position, 4） toss quality, 
5） toss type, 6） combination, 7） attack position, 8） attack type, 9） judgment of opponent’s block, 
and 10） attack strength, as explanatory variables to calculate multiple correlation coefficients, partial 
correlation coefficients, and a category weight for each item using Mathematical Quantification Theory 
Type I. 

Main factors for the success of attacks were 9） the judgment of opponent’s blocks and 4） toss 
quality.  As for 9） the judgment of opponent’s block, block pattern-6 （one player cannot perform 
block） and block pattern-4（two players jump for a block an incomplete condition）had large positive 
influences on success of attacks. The toss quality had a significant impact on success in the order of 
toss-A （assisting a strong attack to all courses on the court or possibly assisting for feinting）,　toss-B 
（assisting a strong attack to the limited courses on the court or possible assisting for feinting）,　and 
toss-C （an assisted toss that is only able to return the ball to the other court）, which showed that the 
accuracy of the toss had a significant impact on the result of the attack.
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Ⅰ．緒言　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　

　バレーボール競技におけるゲーム構造では，１回目

「守ること」，２回目「攻めにつなげること」，３回目

「攻めること」の機能が存在する（杤堀，1987；吉

田，1988）．３回の機能には，レシーブ（レセプション，

ディグを含む，以下，レシーブと略す），トス，スパ

イクなどの技術があり，機能を達成するために用いら

れる．これらの技術を成立させた攻撃が三段攻撃であ

り，ゲームにおけるラリーの主流になっている（イボ

イロフ，1984；セリンジャー，1993）．三段攻撃にお

ける技術の分類（稲垣，1989；シュテーラー，1993）

において，レシーブは，一般的に相手の攻撃的な打球

を処理することが多い防御的な意味合いの強い技術で

ある．また，トスは，レシーブボールをアタッカーに

つなぐパスの意味を持つ技術であり，スパイクは，ト

スされたボールを相手コートに攻撃する技術とされて

いる．

　三段攻撃において，最初のボールコンタクトとなる

レシーブは，相手の攻撃の対処的行動になるので，場

所や方法などを制御することができない受動的な技術

である．米沢（1987）は，レセプションからの攻撃が，

勝敗に最も影響を及ぼすと述べており，小島ら（2007）

は，守備力強化が勝率を高める鍵であり，スパイクレ

シーブを安定させることで，カウンターアタック決定

率を高めることができると報告している．このように

レシーブは，守備的技術であるが攻撃結果に影響を及

ぼすことが報告されている．

　トスは，味方からのレシーブを攻撃に結びつけられ

るように主にセッターの技術によってスパイカーへ

パス（トス）される技術である．箕輪ら（2001）は，

トスとトスワーク能力は，優れたセッターの条件と述

べており，澤井（2010）は，セッターのトスは，試

合展開を支配し，勝敗に大きく影響すると述べている．

　スパイクは，トスの方向や高さから，ブロックや相

手のレシーブポジションへ相手ブロックを避けて打つ

か，突き破るか，相手ディフェンスゾーンの隙間にフ

ェイントボールを落とすか，プレーの状況の中で合理

的に選択する技術である（イボイロフ，1984）．米沢

（2004）は，大学女子において，スパイク得点がブレ

イク率の中で最も影響を及ぼすパフォーマンスと述べ

ており，吉田（1985）は，バレーボールの勝敗に影

響を及ぼす技術において，スパイクが最も影響したこ

とを報告している．

　これらは，アタック，ブロック，トス，レシーブや

レセプション，サーブなどの各技術に関する分析的研

究などから，これらの技術が勝敗に影響する重要な要

因であることが示されており，その多くはゲーム中に

発揮された攻撃結果から数値を算出したものである．

しかし，バレーボールは，３回のプレーを有効活用し，

特殊な運動技能や技術を求められる競技であり，それ

ぞれに異なる役割があることから複合的に分析するこ

とが重要と考えられる．

　複合的な分析において，工藤ら（2001，2002）は，

各技術の関連において，チームの攻撃力の特徴と評価

方法について報告しており，サーブレシーブからの攻

撃とアタックレシーブからの攻撃が重要であると述べ

ている．濱田ら（2007，2009）は，三段攻撃の前半（レ

セプション→トス）と，後半（トス→攻撃）の連続す

る技術の修正能力の分析について報告している．

　そして，攻撃結果に防御行動が影響する研究では，

川田（1996）は，球技における攻撃と防御は対峙し

ているので，攻撃力を考察する場合に相対的な関係に

ある防御を無視することはできないと述べており，ブ

ロックを加えた攻防の中で，試合を展開（得点）する

ことが勝敗に影響すると報告している．西島（1985）

は，勝敗に影響を及ぼすチームパフォーマンス要素で

ブロック得点が大きく影響していると報告している．

蔦宗（2009）は，攻撃の「駆け引き」で，ブロック

の低い所やブロックの悪い選手を攻め，コースを抜き，

ワンタッチやブロックアウトを狙い，セッターは，ブ

ロックの低い選手やブロックの悪い選手の上にトスを

上げると述べ，これらの「駆け引き」を理解し，実行

し，レベルを上げることが勝率に繋がると述べている．

これらは，ブロックの攻撃への影響を報告しているも

のである．さらに，ブロックを含めた分析においては，

佐藤ら（2013）が，トス，アタック場面，相手ブロ

ッカーの3要素によってアタック決定率やアタック効

果率を算出しており，三浦ら（2014）は，ブロック

を含めた攻撃結果の分析などが散見する程度であり，

攻防を複合的に分析した研究はあまり見られない．

　そこで本研究は，バレーボールの攻撃の成否が様々

な技術の成果と相手の防御行動の成果であることから，

三段攻撃において攻撃の成否に影響が大きいと考えら

れる相手ブロック技術を含め，複数の項目による複合

的な影響を検討することを目的とする．そして，それ

らの要因の影響について検討することは，攻撃を評価

する上で指導方法上意義があると考えられる．
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Ⅱ．方法

１．調査対象

　調査対象は，全日本大学選手権大会においてベスト

８以上に進出している女子大学生の全国的にトップレ

ベルのチームである．平成25年4月27日より5月19日

にかけて行われた九州大学春季バレーボール女子１部

リーグ上位４チームの６試合を対象とした．

２．調査方法

　バレーボールコートエンドライン上後方観覧席に

VTRカメラ（DCR-SR300,SONY）を設置し，コート

全体（18メートル×9メートル）とネット上のボール

が画面に入るように各試合を試合開始から終了まで収

録した．収録した映像をカラーディスプレイに映し出

し，下記の項目を記録用紙に記入した． 

３．調査項目

　試合中に出現したすべての三段攻撃の攻撃結果に関

わると考えられる1）レシーブ場所，2）レシーブ質，

3）トス場所，4）トス質，5）トス種類，6）攻撃場所，

7）攻撃種類，8）攻撃強度，9）攻撃人数，10）ブロ

ック人数の10項目について調査した．ダイレクトア

タック，ツー攻撃は，三段攻撃における攻撃の成否と

諸要因との関連を調査することを目的としているの

で，調査対象から除くこととした．各調査項目におい

ては，秋山ら（2008） ，秋山・都沢（2008），浅井ら

（1987），出村・中（1990），福原ら（1974），三浦（2014），

坂中ら（2014），澤井（2009），田原（2003），米沢（1986） 

を参考にして，表1に示す各カテゴリーに分類し，ブ

ロックパターンについては，表2に示した．レシーブ，

トス，スパイク等のコンタクトしたポジションは図1，

表3に示し，コートを3m×3mに9分割したものとコー

ト外を加えた10 ヶ所とした． 

４．分析方法

記録したデータは，すべての三段攻撃における各項目

を集計し，攻撃の成否（得点の有無）を目的変数，レ

シーブの評価，トスの評価や種類，スパイクの種類や

ポジション等の攻撃の成否に関わる諸要因と考えられ

る10項目を説明変数として，数量化理論Ⅰ類を用い

て分析し，重相関係数，各アイテムのカテゴリーウェ

イト，レンジ，偏相関係数を算出した．統計処理につ

いては，アドインソフトエクセル統計2012を用いた．

表２　ブロックパターン

表１　レシーブの質，トスの質，スパイクの種類，ブロックの状態
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Ⅲ．結果

１．攻撃結果と諸要因の関連ついて

　全ラリーにおける３段攻撃数は1,498本であった．

数量化理論Ⅰ類によって算出された重相関係数は

0.292であり，攻撃の成否と攻撃行動に関わるレシー

ブ・トス・スパイク等に関わる10項目の間に一定水

準の関連があることが示された．

　図２は，各アイテムの偏相関係数を示したものであ

る．ブロックパターンが0.179で最も関連が高く，次

いでトス質が0.148であった．他のアイテムについて

は，順にレシーブ場所が0.084，トス場所が0.083で差

が見られず，攻撃場所0.070，攻撃種類が0.069，トス

種類が0.057，攻撃強度が0.027，攻撃人数0.023の順

であり，レシーブ質が0.010で最も関連が低かった．

図2　攻撃の成否に影響の考えられる10項目の偏相関係数

２．偏相関係数における諸要因のカテゴリーウェイト

　　について

　図３は，各アイテムにおけるカテゴリーウェイトを

示したものである．偏相関係数の最も関連が高かった

のはブロックパターンであり，カテゴリーウェイト

の「ブロックパターン6（×-1）：１人ブロックの両掌

がネット上に出ていない，またはブロックジャンプが

遅れるなどによってブロックすることができない状

態」が0.291で最も大きく，「ブロックパターン4（△

-1＆△-1）：２人ブロックの片掌のみがネット上に出

ている，またはブロックジャンプが遅れているなどの

完全ではないがブロック可能な状態」が0.268であっ

た．次に「ブロックパターン1（○-1＆○-1＆○-1）：

３人ブロックの両掌がネット上に出ておりジャンプタ

イミングやポジション等がブロックするために完全な

状態」が0.223，「ブロックパターン7（○-1＆×-1）：

１人ブロックの両掌がネット上に出ておりジャンプタ

イミングやポジション等がブロックするために完全な

状態と１人ブロックの両掌がネット上に出ていない，

またはブロックジャンプが遅れるなどによってブロッ

クすることができない状態」が0.220，「ブロックパタ

ーン8（○-1＆△-1）：１人ブロックの両掌がネット上

に出ておりジャンプタイミグやポジション等がブロッ

クするために完全な状態と１人ブロックの片掌のみが

ネット上に出ている，またはブロックジャンプが遅れ

ているなどの完全ではないがブロック可能な状態」が

0.151，「ブロックパターン3（○-1）：１人ブロックの

両掌がネット上に出ておりジャンプタイミングやポジ

ション等がブロックするために完全な状態」が0.147

と正の数値であり，ブロックが完成されていない状況

の関連が高かった．「ブロックパターン5（△-1）：１

人ブロックの片掌のみがネット上に出ている，または

ブロックジャンプが遅れているなどの完全ではないが

ブロック可能な状態」が-0.008，「ブロックパターン2

（○-1＆○-1）：２人ブロックの両掌がネット上に出て

おりジャンプタイミングやポジション等がブロックす

るために完全な状態」が-0.067，「ブロックパターン

9（ノーマーク）：ブロックが跳んでいない状態」が

-0.126と低い関連であった．

　次に偏相関係数が高かった「トス質」では「Aトス：

全てのコースへの強打またはフェイントが可能なト

ス」が0.058で最も大きく，「Bトス：コースは限られ

るが強打またはフェイントが可能なトス」が-0.060，「C

トス：強打不可能なトス，または返球することしかで

きないトス」が-0.260の順であり, トス質の精度が高

くなるに従って攻撃成功に影響を及ぼす結果を示した．

　「レシーブ場所」では，「レシーブ場所2：前衛-右端」

が0.056で最も高く，順に「レシーブ場所3：前衛-中央」

が0.044，「レシーブ場所8：中衛-中央」が0.038であ

り，セッターへの距離が短い位置とコート中央からの

レシーブに高い関連があった．次いで「レシーブ場所

表３　コンタクト位置

図１　コート９分割
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図３　攻撃結果に影響する要因と考えられる10項目のカテゴリーウェイト
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4：前衛-左端」が0.035，「レシーブ場所6：後衛-左端」

が0.024, 「レシーブ場所5：後衛-右端」が0.006，「レ

シーブ場所10：コート外」が-0.005であり，「レシー

ブ場所9：中衛-右端」が-0.020，「レシーブ場所7：中

衛-左端」が-0.045，「レシーブ場所1：後衛-左端」が

-0.096の順であった．

　「トス場所」では，「トス場所4：前衛-左端」が

0.118で最も高く，順に「トス場所6：後衛-中央」が

0.075，「トス場所2：前衛-右端」が0.018，「トス場

所7：中衛-左端」が0.014 であり，比較的高い関連が

あった．「トス場所8：中衛-中央」が-0.002，「トス場

所3：前衛-中央」が-0.009，「トス場所9：中衛-左端」

が-0.024，「トス場所5：後衛-左端」が-0.028，「トス

場所10：コート外」が-0.125，「トス場所1：後衛-右端」

が-0.218の順であった．

　「攻撃場所」では，「攻撃場所4：前衛-左端」が

0.024で最も高く，「攻撃場所2：前衛-右端」が0.012，「攻

撃場所9：中衛-右端」が-0.0480，「攻撃場所3：前衛-

中央」が-0.077，「攻撃場所7：中衛-左端」が-0.082，「攻

撃場所8：中衛-中央」が-0.180の順であった．

　「攻撃方法」については「セミ・時間差攻撃：セカ

ンドテンポの攻撃，クイックをおとりにクイック付

近で行われるセカンドテンポの攻撃」が0.026で最も

高く，「ブロード攻撃：ファーストテンポの攻撃，水

平方向に流れるジャンプによる攻撃」が0.026であり，

比較的高い関連がみられた．次に「オープン攻撃：サ

ードテンポの攻撃，両サイドのアンテナ付近に上がる

高いトスでの攻撃」が0.003，「クイック攻撃：ファー

ストテンポの攻撃，セッターから出されたボールから

スパイクするまでの時間が短い攻撃」が-0.014，「平

行攻撃：セカンドテンポの攻撃，両サイドへの速く，

直線的なトスでの攻撃」が-0.029，「バックアタック：

バックゾーンからの攻撃」が-0.783の順であった．

　「トス種類」については，「ジャンプトス（JT）：ジ

ャンプした状態でのトス」が0.040で最も大きく，順

に「アンダートス（UT）：アンダーハンドパスによ

るトス」が 0.010，「オーバーハンドトス（OT）：オ

ーバーハンドパスによるトス」が-0.022，「ジャンプ

バックトス（JBT）:ジャンプしてのバックトス」が 

-0.024，「バックトス（BT）：オーバーハンドパスで

のバックトス」が-0.060の順であった．

　「攻撃強度」では，「軟打攻撃：強打より弱く,フェ

イントより強い攻撃」が0.024であり，「強打攻撃：強

打による攻撃」が0.003であり，「フェイント攻撃：相

手ディフェンスを欺くために強打を打つ振りをして弱

く打つ攻撃」が-0.037の順であった．軟打攻撃が最も

高い関連があり，フェイントは低い関連であった．

　「攻撃人数」については2人が0.025と最も高く，0

人が0.004，1人が-0.019，3人が-0.037であり，攻撃

者2人での攻撃が攻撃成否に影響があることが示され

偏相関係数で最も低い関連であった．

　「レシーブ質」については，「Aレシーブ：セッター

が全てのコンビネーション攻撃を行えるところに返球

したレシーブ」が0.008で最も大きく，次に「Cレシ

ーブ：セッターがコンビネーション攻撃を行えないと

ころに返球したレシーブ」が0.002，「Bレシーブ：セ

ッターがコンビネーション攻撃を行えるがポジション

移動しなければならないところに返球したレシーブ」

が-0.006で，最も低く，全体的に低い関連となる結果

であった．

Ⅳ．考察

１．三段攻撃の成否に影響する諸要因

　三段攻撃に関わる各プレーにおいて，その成否に影

響する主要因は, 相手のブロックパターンとトスの質

であることが明らかとなった．最も高い関連が認めら

れたブロックは，バレーボールの技能構造図（稲垣，

1989）において，集団的技能の防御プレーに位置し，

ブロックとそのレシーブの組織的プレーによって構

成されており，守りの最前線と言われている（Lucas，

1989）．西島ら（1985） は，チームパフォ―マンス5

要素において，セット勝敗の貢献度を分析しており，

ブロックによる得点パフォーマンスが最も勝敗へ貢献

しており，ブロック技能の重要性を示唆している．バ

レーボールは，自チームで自由意志によりボールを扱

うことができる特性を持つ競技であり（杤堀，1997），

レシーブ，トス，アタック技術は，自チームでコント

ロールできる技術である．しかし，ブロックは相手チ

ームによって行われるプレーであり，相手への対処が

必要となる他の技術とは全く異なる影響が考えられる．

本研究においては，他の変数の影響を一定にした上で，

攻撃結果に影響を及ぼす関連を検討したが，自チーム

において制御することができないブロックパターンが

最も攻撃結果に影響した．バレーボールにおいて，球

技の特性である対峙性が攻防の成否に影響する最も大

きな影響であったと考えられる．

　次に高い関連のあったトス質は，トスの正確性を表

わす尺度である．トスは，個人的技能の攻撃プレー

（稲垣，1989）であり，ゲームにおける味方の技能の
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展開において攻撃につなげる技能（杤堀，1987）で

ある．したがって，レシーブされたボールをアタッカ

ーにつないで攻撃を組み立てる技能であり，攻撃をつ

くり出す要として最も重要視される技術の１つ（宗内，

1998）になっている．また，トスの善し悪しが攻撃

の成否に影響する三段攻撃における重要な役割（豊田，

1972）であり，福原ら（1974）は，セッターのトス

判定基準を設けたゲーム分析において，攻撃しやすい

トスが攻撃決定率に好影響を及ぼすと報告している．

本研究においても，自チームでコントロールすること

ができる技術の中では最も攻撃結果に影響を及ぼす要

因となっており，これまでの多くの研究結果を支持す

る結果が示された．

２．各要因における詳細分析

　偏相関係数の大きかったブロックパターンのカテゴ

リーウェイトを見ると，｢ブロックパターン6｣ に大き

な正の影響がみられた．これは，１人ブロックで両掌

がネット上に出ていない，またはブロックジャンプが

遅れるなどによってブロックすることができない状態

である．現在のバレーボールにおいてブロックの主流

となっているのは相手のトスが上がってからスパイカ

ーに合わせて跳ぶリードブロックであり，相手のアタ

ックをシャットアウトし，直接得点にしたり，多彩な

攻撃に惑わされずに確実性を高めるために，ブロック

が遅れたり低くなったりしても跳んで最低でもワンタ

ッチを狙いディフェンスが処理しやすく意図的に行っ

たり，特定のコースに打たせたり，プレッシャーをか

けミスをさせる目的（日本バレーボール協会，2000；

河部，2012）で行われている．

　トスからスパイクまでの時間が短く，ブロッカーが

対応できないとブロックの人数がより少なくなると考

えられる．攻撃側のコンビネーションによってブロッ

クパターン6の状況を作り出すことができれば，本研

究の対象となった競技レベルのプレイヤーは，その攻

撃を成功させる可能性が高い最も難易度の低いブロッ

ク状況であることが示された．

　そして，次に高い関連があったのは，「ブロックパ

ターン4」であり，２人ブロックで片掌のみがネット

上に出ているか，ブロックジャンプが遅れているなど

の完全ではないがブロック可能な状態であった．これ

は，ブロックは２人で分担しているが，ブロック体勢

が整わないままに行っている状態で行っていることが

推測される．蔦宗（2012）は，不完全ブロックにつ

いて1.5枚ブロックは１枚ブロックに，2.5枚ブロック

も１枚ブロックに劣ると報告しており，不完全ブロッ

クが枚数に関係なくブロック成功率が低いと述べてい

る．本研究においても，２人のブロッカーが不完全な

状態で行われた場合は，強打攻撃やコースの打ち分け

が容易になったと考えられる．不完全ブロックは，ブ

ロッカーの機能を果たしていない上に，レシーバーと

しての機能も果たすことができない．したがって，攻

撃するスパイカーにとっては，ブロッカーが不完全で

レシーバーが少ない防御機能の低い状態であり，攻撃

を成功させることが可能な難易度の低い状況になって

いると考えられる．

　次に偏相関係数で影響が認められた「トス質」では，

攻撃者がよい状態で全てのコースへの強打攻撃が可能

なAトスが最も高い値を示し，強打攻撃が可能なBト

ス，強打が不可能であり返球を目的とされるCトスは，

負の値を示した．吉原（2009）は，ボールを打つポ

イントがたくさんあるトスが打ちやすいトスであると

述べており，福原・柳原（1974）は，サーブレシー

ブからの攻撃について，Aトスが攻撃決定率に好影響

を示したと報告している．中（1991）は，トスの成

否についてカテゴリーに分類し，カテゴリー 2（強打

攻撃可能だがあまり良くないトス）とカテゴリー 3（強

打攻撃が困難なトス）は負の値を示したが，カテゴリ

ー 1（強打可能な良いトス）は正の値を示し，トス技

能が攻撃に大きく貢献していると述べている．本研究

においても，同様の結果が認められこれらを支持する

結果となった．セッターの技能であるトスの役割が重

要であることは，これらの結果から明らかであるが，

指導者やスパイカーは，トスの質によって攻撃結果が

影響を受けることを理解することが必要である．それ

は，Aトスであれば成功することを志向して攻撃する

ことが当然であるが，BトスやCトスにおいては他の

状況をみて攻撃の方法を選択する必要があり，失敗す

るリスクを軽減させる選択肢を持つことの必要性が示

されたと考えられる．

　本研究においては，攻撃の成否に影響する要因につ

いて数量化して検討したが，正の値が多い状況であれ

ば攻撃結果に好影響を及ぼし，負の値が多い状況であ

れば攻撃結果に悪影響を及ぼす状況で攻撃することで

ある．これは換言すれば，好影響を及ぼす状況は難易

度の低い得点しやすい状況であり，悪影響を及ぼす状

況は難易度の高い得点し難い状況と考えることができ，

これらの状況を理解することは，スパイカー個人の能

力を考慮したうえで攻撃方法を選択する必要があり，

難しい状況で敢えて成功を狙わずにラリーを継続させ
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ることも選択肢の一つであり，状況判断能力も重要に

なると考えられる．これらの難易度別の攻撃成功率等

によってスパイカーの新たな評価の視点として指導方

法を検討することもできると考えられる．

Ⅴ．結論

　本研究は，三段攻撃において発揮された技術となる

レシーブの評価，トスの評価や種類，スパイクの種類

やポジション等の諸要因と攻撃の成否の関連性につい

て検討し，以下のような知見を得た．

１）三段攻撃における技術と諸要因10項目において

は，「ブロックパターン」と「トス質」が攻撃結

果に影響する要因であった．

２）「ブロックパターン」においては，機能しない状

態の1人ブロックや2人が不完全な状態でブロッ

クを行った状況は，攻撃成功が見込める難易度の

低い状況であった．

３）「トス質」においては，トスの精度が高い順に攻

撃を有利にする状況をつくることができるので，

トスの精度によって攻撃の難易度が変化すること

を理解することが必要である．

　本研究における数量化したデータは，攻撃状況の難

易度ととらえることができるので，これらを考慮した

指導方法を検討することが必要である．
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